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コース）にお

いて 

いて 

報共有を行いま

る木づかい事

たり」の作成も

中心に農泊を

ます。 

た！ 
されました。

ミーティング

して、現時点

事務局含む）

グを実施して

ど、各地域に共

は、前夜祭の開

農協の出展が

交換を行いま

ついての意見

部 鈴木晴彦

普及など一定

たな課題とし

以下の 6 つを

と目標の再設定

林保全のルール

いて 

理を行えない

す。そのため

す。 

を行っていま

の漁協組合へ

会 野田賢司

のエクスカー

圏コース、地

ける、島の自

ました。 

例・活動など

も進展させて

を推進していき

今回の

グ、流域

点の活動

 

います。現在

共通するさま

開催も予定し

が決定しました

ました。 

見交換を行い

彦様、中島諒大

定の成果をあ

して、国の林

を柱として取

定 ③人工林の

ルの新規設定 

い場合におい

め、受け皿と

ます。取材先

への取材も行

司様） 

ションとして

地史的変遷の

自然の科学的

どの情報を収

ていきます。 

きながら農業

在、半分程度

まざまな課題

しています。

た。 

いました。 

大様） 

あげた一方で、

林業政策の転換

取り組んでい

の目標林型の設

⑥森づくり人

いて、市町村が

なる市町村の

先候補は現在

いたいと考え

て実施されま

の流れを感じる

的な調査結果

収集し、事例

 

業や漁業、林

度を終えました

題が明らかにな

前回参加した

、材価の低迷

換や皆伐対策

いきます。 

設定と将来木施

人材の育成 

が意欲と能力

の林務職員の

、山の関係団

えています。

ました。3 つの

る時空ふれ合

について報告

集のようなも

林業の技術の伝

た。林

なって

た森林

迷や森林

策が未整

施業（新

力のある

の能力向

団体が

 

のコース

合いコー

告いただ

ものを作

伝授を通
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★振り

≪故

・ 森

す

・ 規

に

≪新

・ 針


・ 森

の


・ 森

の


≪矢
・ 森

・ 管

・ 経

・ 林

≪矢

・ 矢

・ 感

≪そ

・ 来

≪流

・ 根

・ 取
≪さ
・ 白

・ 庄

・ 地

・ 根

よか
に

よく
今後

環

今後の

◆お問

矢作川

〒441

TEL 0

＊矢作

話し合い

の山部会 WG

作川流域森づ

作川流域山村

域圏担い手づ

作川流域木づ

返り 

故 原田裕保氏

森林経営管理

するところが

規模の大小に

にどう寄り添

新豊田市 100

針広混交林化
 新構想で新

況に応じた
森林ゾーニン

のか。（蜂須賀
 森林組合と

もらう。こ
して、目標

森林経営管理

のようになる
 新構想やこ

な形で考え

矢作川流域林業
森づくり会議

管理後の山の

経営者や市役

林業作業員の

矢作川感謝祭≫

矢作川感謝祭

感謝祭で個人

その他≫ 

来年の春を目

流域圏担い手づ

根羽村の漁業

取材者の人数
さくしま陽春の
白浜のごみの

庄内川と比較

地域材に係る

根羽村以外の

かったと思うこ
に関する行政の

なかったと思
後、取り組んで
環境の全国一斉

のスケジュ

問合せ◆ 

流域圏懇談会

1-8149 愛

0532(48)8

作川に関する情

いでの主

G は、7 月 6

づくりガイド

村ミーティン

づくり事例集

づかいガイド

氏（元豊田市

理法において

があると思わ

に関わらず山

添っていくか

0 年の森づく

化技術の未熟
新しい森林区
た施業を判断

ングの際の所

賀） 
と豊田市がバ
この中でゾー
標林型をイメ

理法や新しく

るのか。（蜂須
これまでの施
えている。（鈴

業担い手 10
議に代表される

の価値に対する

役所職員、森林

の定着率が悪い

≫ 

祭が森林組合同

人の技術を披露

目標に有志で実

づくり事例集

業協同組合さん

数が不足ぎみの
のエコツアー

の量が非常に減

較した結果を見

る木づかい事例

の森林組合の木

こと：森林組
の意見が聞け
思うこと：官
でいきたい活
斉調査への参

ール（予定

会事務局 

愛知県豊橋市

8107／FAX

情報は、矢作

主な意見

6 日（金）～

ドラインにつ

ングについて

集について 

ドラインにつ

市産業部長）

森林所有者の

れる。（蔵治

の所有者は山

を考え、山林

くり構想の概要

という課題に
区分に再編成
断できる技術
所有者との合意

バックアップ
ーニングを提
メージした間
できた法律（

須賀） 
施策に沿って
鈴木） 

00 人ヒヤリン
る森林自治に

る評価方式の

林組合の職員

い。改善して

同士の横交流

露する場を設

実行委員会を

集≫ 

んは積極的に

の状態である
ーの結果報告
減少した。ボ

見ると、矢作

例集が整理さ

木づかいにつ

組合の役割の
けた。 
官民学全員参加
活動など：森林
参加。/森林保

定） 

市中野町字平西

X 0532(48)

作川流域圏懇

見 （ 意見   

～7 日（土）

ついて 

て 

ついて 

の業績につい

の責務が明確

治） 

山を持つ苦悩

林の自治とい

要について≫

に対して、何
し、針広混交
者を育成して
意形成とゾー

プして、森林所
案する機会を
伐を進めてい

（森林環境税

資金（森林環

ング≫ 
について、十

の取り入れな

員が現場に出て

ていくために

流の場となれ

設け、子どもた

をつくり、い

に活動してお

るため、協力
≫ 

ボランティア

作川はそれほ

されれば、森

ついても、是

重要性がわか

加の新構想に
林組合の方に
保全。 

西 1-6 国土

)8100 

談会メーリン

 回答）  

恵那（明智

いて≫ 

確化されたこと

悩と孤独感を持

いうものを目指

≫ 

何かアイデアは
交誘致林を整
ていきたい。
ーニング後の

所有者を中心
を作り、所有
いく。（鈴木）
）と新構想と

環境税）の運

十分に評価すべ

など、作業者の

て、作業員と

は森林組合の

ればよいと思う

たちが林業に

かだ下りを復

おり、訪問者の

力をお願いした

アや小中学生の

ほど濁っていな

森林環境税の使

是非この場で取

かったこと。

になっていな
に山林の保全

土交通省豊橋

ングリスト（

智）にて開催

とは、原田さ

持っている。

指していた。

はあるのか。
整備するとと
（鈴木） 

の活用はどの

心に境界確認
有者の同意を
） 

との兼ね合い

運用や活動を

べきだ。（丹羽

の士気を高め

とコミュニケ

の受け入れ体

う。（丹羽） 

に興味を抱く

復活させよう

の面倒や冷水

たい。（蔵治）

の活動の賜物

ないことが分

使い方の参考

取り扱うこと

/配布資料が

ない。/話し合
に対するプラ

橋河川事務所 

（yahagigaw

します。 

んの思いに一

原田さんはそ

（丹羽） 

（今村） 
もに、現場の

ようにしてい

と間伐を行っ
とりながら区

や位置づけは

進行させるよ

羽） 

める新たな雇用

ーションをと

体制を見直す必

場にできたら

うと考えている

水病などの話が

） 

物であると思

分かった。（野

考になるかも

とにしたい。

が多く話し合

合いの時間が不
ライドをさら

事業対策官

wa@iijnet.or

指導員 宇

一致

そこ

の状

いく

って
区分

はど

よう

用体制の整備

とれる環境を

必要がある。

らよいと考え

る。（新見）

が聞けると思

う。（松井）

野田） 

しれない。（

（今村） 

合いの参考にな

不足。/会場が
らに高めてほ

官 神本、調査

r.jp）までお送

野 

備が必要。（林

を作りたい。（

（今村） 

えている。（丹

 

思われる。（今

 

（蔵治） 

なった。/新構

がわかりにく
しい。/身近な

査係長 服部 

送りください

林） 

（林） 

丹羽） 

今村） 

構想

くい。 
な水

い。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆第

発 行

編集・

7 月 6

今回の

矢作川

ついて

日 時
場 所

◆主

岐阜県

いただ

◆矢作

治

事務

る工

は、

◆森林

森林

につ

自

林業

管理

3．矢

「流域

先の候

取材者

の故原

事例集

来の会

◆な

な

を

の

で

・

・

 ・

1．流

矢作川

了して

その中

9 月

イベン

海部会

2．矢

第 48 回

行 日：平成

発行：矢作

日（金）に第

の WG では、

川流域森づく

て情報共有と

時：平成 30
所：恵那市役

主な会議

県恵那農林事

だき、意見交

作川流域の治

山事業の位置

務所管内にお

工事は平成 2

、近年甚大な

林環境譲与税

林環境譲与税

ついて情報共

ら森林管理を

業経営者に繋

理と林業事業

矢作川流域

域圏担い手づ

候補は、山の

者の募集も実

原田裕保さん

集に加えたい

会」の活動に

つかしい未来

つかしい未来

作りたい」と

継承と林業お

す。今後は、

木馬（きんま

製材品を用い

桑茶、野草茶

流域圏担い

川流域林業担

ており、森林

中で、森林技

2 日に開催さ

ントを予定し

会での協議を

矢作川流域

回山部会

成 30 年 7 月

作川流域圏懇

第 48 回山部

流域圏担い手

りガイドラ

意見交換を行

0 年 7 月 6
役所明智振興

議内容 

事務所森林保

交換を行いま

治山事業に関

置づけと規模

おける治山事

29 年度に 3

な被害をもた

税と新たな森

税に関わる税

共有と意見交

を実行できな

繋ぐ制度です

業体の精査を

域森づくりガ

づくり事例集

の関係団体が

実施していき

んの業績につ

いと思います

について、事

来の会の活動

来の会は 20

というところ

および地域の

移住定住モデ

ま）技術（木

いたコミュニ

茶づくり 

い手づくり事

担い手 100 人

林組合の森林技

技術者に対する

される矢作川

しています。ま

を合わせて検討

域山村ミーテ

会ＷＧを

月 

懇談会 事務

部会ＷＧが恵

手づくり事例

インに関して

行いました。

日（金） 
興事務所 会

保全課長の小

ました。 

関して 

模、治山ダムの

事業は、県下で

3 箇所、平成

たらす洪水被害

森林管理システ

税金の徴収方法

交換を行いま

ない場合に市町

す。森林環境譲

を大きな目的と

ガイドライ

集Ⅱ」の作成に

が 12 団体、川

きます。また、

ついて、これま

す。次に、大雨

事務局長の安藤

動紹介 

15 年に設立

ろからスター

の活性化を目指

デル事業や間

木材の搬出方

ニティハウス

・キノコの菌

事例集につ

人ヒヤリング

技術者と林業

る教育や同僚

川感謝祭では

また、流域圏

討していきま

ティングに

を開催し

局 

恵那市（明智

例集、矢作川

て、活動の進

。 

14:00～17
議室  参加

小島徳文様か

の役割に関す

でも最多とな

成 30 年度に

害をできる限

テムに関して

法や予算配分

した。新たな

町村が森林管

譲与税の導入

としていると

インについて

に向けて、取

川の関係団体

、以前の WG

までの意見と

雨のために見

藤由美子様に

立した団体で

トしました。

指しています

間伐講習、鹿

方法）の体験

スの建設 ・

菌打ち体験 

ついて 

グでは、約半数

業関係者を数

僚との意見交

は、4 つの森林

圏懇談会として

ます。 

について 

しました
智）にて開催

川流域山村ミ

進捗状況と今

7:30 
加者：17 名

ら以下の項目

する情報共有

なっています

4 箇所で実

限り予防する

て 

分の仕組み、

な森林管理シ

管理の委託を

入は、このよ

と考えられま

て 

取材先の選定

体が 7 団体と

G で議題とな

と部会員以外の

見学が中止と

に紹介いただ

す。「山につ

ワークショ

す。これまで

柵の設置に取

験 ・搬出し

・自家製ピザ

など 

数にあたる 4

数名集めて中間

交換の必要性が

林組合と農協

ての参加形態

た！ 
されました。

ミーティング

今後の予定に

名(事務局含む

目についての

を行いました

。矢作川流域

施されていま

ものです。 

新たな森林管

ステムは、森

受け、意欲と

うな森林所有

す。 

定を行っていま

となっています

なった元豊田市

の方への取材

となった「なつ

だきました。 

ついてみんなで

ップを通して

での主な活動は

取り組んでい

した木の製材

ザ釜でのピザ

47 名への聞

間懇談会を行

が話し合われ

協、漁協が一

態については

。

グ、

に

む) 

の情報を提供

た。恵那農林

域圏に関連す

ます。これら

管理システム

森林所有者が

と能力のある

有者の土地の

ます。取材

す。今後は

市産業部長

材を通して、

つかしい未

で話し合う場

て、里山文化

は以下の通り

いく予定です。

材 

ザづくり 

きとりが終

行いました。

れました。 

堂に会する

は、川部会と

供

林

す

ら

ム

が

る

の

場

化

り
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≪取

・ 新

・ 最

め

・ 8

・ 取

い

≪な

・ 建



≪矢
・ 森

森

・ 森

さ

・ 県

者

・ 平

的

・ 森

の

・ 山

と

・ 木

で

≪矢

・ や


≪森
・ 現

・ 自

今後の

◆お問

矢作川

〒441

TEL 0

＊矢作

≪合

・ 講

講

・ 講

≪第

・ 予

急

が

話し合い

の山部会 WG

域圏担い手づ

作川流域山村

作川流域森づ

の他（今後の

取材先の選定と

新しい取材者

最近は事例集

め、新しい人

8 月の合同部

取材者に推薦

いと思う。（洲

なつかしい未来

建物を建てる

 都市計画

域でよく

く行われ

矢作川流域林業
森林技術者は

森林技術者を

森林技術者は

さにそれが山

県の農林事務

者の間で意思

平成 24 年の

的な部分がで

森林組合長の

のが現状であ

山のことを勉

となるべきだ

木を伐ること

できていない

作川流域の治

やるべき箇所
 やりたい箇

工事する場
森林環境譲与税
現在進行中の

自伐山主をや

のスケジュ

問合せ◆ 

流域圏懇談会

1-8149 愛

0532(48)8

作川に関する情

合同部会につ

講演は一番伝

講演が終了後

講演タイトル

第 49 回山部会

予定では 9 月

急に話し合う

がよいと思う

いでの主

G は、11 月

づくり事例集

村ミーティン

づくりガイド

の活動）につ

と取材者の募

者を募り、聞き

集の作成のみ

人が地域の活動

部会で他部会の

薦したい人に

洲崎） 

来の会の活動

る際に法的な規

区域外の場所

知られており

ている。（安

業担い手 10
は同僚との意思

を孤立させな

は丹羽さんを

山村ミーティ

務所は森林技

思疎通ができて

の森林経営計

できた。これ

の人柄によっ

ある。（小島）

勉強し、現場

だ。（林） 
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◆主な会議内容 

◆第４９回山部会ＷＧを開催しました！ 

発 行 日：平成 ３０年１２月 

編集・発行：矢作川流域圏懇談会 事務局 

１１月１６日(金)に第４９回山部会ＷＧが岡崎市額田センターにて開催されまし

た。今回も流域担い手づくり事例集、矢作川流域山村ミーティング、矢作川流域

圏森づくりガイドライン、矢作川流域圏木づかいガイドラインに対する継続的な

議論とともに、次回以降議論する 9 年間の成果について情報共有を行いました。 

日 程：平成 30 月 11 月 16 日（金）～17 日（土） 
場 所：岡崎市額田センター こもれびかん 集会室 ・岡崎市千万町町 宮崎町 
参加者：16 名（事務局含む） 

山村ミーティングでは、以下の 2 項目について情報共有と意見交換を行いました。 

（1）平成 30 年岡崎森林組合員の山林管理に関するアンケート 

 トヨタ財団の補助金を利用して、木の駅会議の額田優良材プロジェクトの一環として、

岐阜県森林文化アカデミーの学生有志 5 人がアンケート結果の解析を行っています。11

月 20 日に森林アカデミー内で中間発表会を行い、12 月 8 日のおかざき森の健康診断報

告会で中間報告を行います。 

（2）「矢作川流域林業就労中堅離職問題実態調査」～矢作川流域林業担い手 100 人ヒアリング～ 

 国土緑化推進機構の補助金を使用して、矢作川森の健康診断実行委員会と矢作川流域圏

懇談会で共同実施しています。年内に調査を完結して、最終報告書の作成に入ります。 

平成 27 年度までの 3 ヶ年、山村再生担い手づくり事例集として、山村漁村の振興に

貢献する 64 団体への取材を行い、3 冊を発行しました。昨年度からは、より広い範囲の

団体に焦点をあてた流域圏担い手づくりに名前を変えました。今年は、その 2 年目とし

て活動を行っています。現在、取材者の募集を行っていますが、新たな取材者を募集する

ために、改めて、ML をつかって呼びかけたいと考えています。 

今後の予定は以下のとおりです。 

①事前検討会・取材・読み合わせ会（11～1 月）②レポート提出（2 月）③完成（3 月） 

岡崎市環境政策課の斎藤様より、以下の 2 題をご提供いただき、意見交換を行いました。 

（1）おかざき森の健康診断 

 平成 30 年 6 月に森の健康診断を実施し、12 月 8 日に報告会を行います。これまで岡

崎市では 2008 年に第 1 回、2013 年に第 2 回を実施しました。この 2 回は、あまり変

化がありませんでしたが、今回は良いデータが出ています。是非、ご参加ください。 

（2）森林環境譲与税 

岡崎市では、森林環境譲与税として約 3000 万円が見込まれています。しかし、全ての

岡崎市民の納得のいく使い途の検討は非常に難しいものとなっています。林業に充てる前

に、街の人々に賛同を得るための環境教育、普及啓発にも使用しなければなりません。 

１．流域圏担い手づくり事例集について 

2．矢作川流域山村ミーティングについて 

３．矢作川流域圏森づくりガイドラインについて 

４．矢作川流域木づかいガイドラインについて 

木づかいガイドラインでは、以下の 2 項目について情報共有・意見交換を行いました。 

（1）木づかいライブ・スギダラキャラバンの展開 

 現在、森林認証を取得した長野県の 4 つの団体の窓口として、木づかいの推進を行って

います。年末年始は東京スカイツリーで活動を行う予定です。 

（2）木づかいガイドライン 「さあ～しよう」の作成 

 これまで行動に移れていませんが、まずは年内をめどに、アンケート用紙を矢作川流域市

町村あるいは愛知県、岐阜県、長野県へ配信して、集めてみたいと考えています。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪みかわエコ薪≫千万町町の鶏舎跡地では、この地域で搬出さ

れた間伐材を活用した薪づくりが行われていました。1 パレッ

ト 1 万円で、薪ストーブを展開する事業所や家庭に配達して

います。薪割り体験などを行いながら、薪の生産や販売ルート

について学びました。 

≪貯木場≫宮崎の貯木場には、生産者が示された原木が保管さ

れており、その目的・流通の現状と課題を学びました。 

◆話し合いでの主な意見 （ 意見  回答）    

山部会のまとめの会は、1 月 29 日（火）岡崎市にて開催します。 

◆お問合せ◆ 
矢作川流域圏懇談会事務局 

〒441-8149 愛知県豊橋市中野町字平西 1-6 国土交通省豊橋河川事務所 事業対策官 神本、調査係長 服部 

TEL 0532(48)8107／FAX 0532(48)8100            指導員 宇野 

＊矢作川に関する情報は、矢作川流域圏懇談会メーリングリスト（yahagigawa@iijnet.or.jp）までお送りください。 

●山村再生担い手づくり事例集について 
 

 

 

 
  
●矢作川流域山村ミーティングについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●矢作川流域圏森づくりガイドラインについて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
●矢作川流域圏木づかいガイドラインについて 
 
 
 
 

●山部会の 9 年間のまとめついて 
 

・ 最近は取材先と取材者の関係が希薄になっているため、もう少し丁寧に事例集を作成したいと考えている。（洲崎） 

・ 安城市で 30 社程度の企業が支援するいかだ下りを行う団体がある。余裕があれば候補にしてもらいたい。（太田） 
 取材者が集まれば、取材先として取り扱いたい。（洲崎） 

・ 以前、この懇談会でも活動報告があった「つくラッセル」は、シェアハウスやカフェなどが並び、廃校のイメージを

感じさせない場所となっている。メンマづくりプロジェクトもここで進められている。（洲崎） 

・ 特に岡崎森林組合のトップは、組合員の不平・不満に対して正面から向かい合う姿勢であり、敬服に値する。（丹羽） 
 流域の各森林組合員が意見交換と交流の場を持てることが望ましい。おそらく、考えは皆同じだと思う。（今村） 

・ 都市と山村の収入格差は非常に大きい。山村の人たちの収入が増える仕組みが何かないかと考えている。（浅田） 
 その収入格差は、我が国の大きな課題の一つだ。ところが、今でも東京一極集中に歯止めがかかっていない。そ

こで、私は木材利用を促進するためのソーシャルビジネスを提案している。（筒井） 
・ 林業の担い手たちが発するさまざまな「ツイート」をとりまとめて、一つの成果にしたい。（丹羽） 

・ フランスでは国土の環境を守るために、農林業に対して莫大な補助金を支払っている。（太田） 
 西欧諸国の多くは、田舎に住むこと自体が公共的な役割とされ、国が収入を補填する仕組みとなっている。（蔵治） 

・ オリジナルの技術・技能を持っているがゆえに山村で輝ける人生だと言える社会を根羽村で証明したい。（今村） 

・ 四国・九州では更新伐といって更新するために皆伐をする補助制度がある。四国や九州ではそのようなニーズがあり、

この地域とはまったく違う世界になっている。（蔵治） 

《おかざき森の健康診断について》 

・ 参加者数は年齢に比例していたが、地域の中学生・高校生・大学生に東大の学生も加わり、活気があった。（齋藤） 
 40 代までの人がこれだけ参加するのは珍しい。（近藤） 

《国の森林環境譲与税について》 

・ 岡崎市の使途について、どのような人々が検討に関わっているのか。（今村） 
 市役所内部が圧倒的だが、森林組合、林業クラブ、木の駅の関係者、山主などにも意見をうかがっている。（齋藤） 
 豊田市は森づくり委員会という基盤を整備している面で先進的だが、それが機能するかが重要である。（丹羽） 

・ 豊川流域ではこの税金を流域市町村が話し合って使用すると聞いた。矢作川流域と比べて進んでいるのか。（齋藤） 
 矢作川流域よりずっと進んでいる。1t1 円の水道料金上乗せ制度は、豊根村から田原市のすべての市町村が導入

しており、議論しやすい環境となっている。一方で、矢作川は豊田市のみで行われ、今後も続ける方針だ。また、
豊田市は森林環境譲与税の使い途を、現在の施策に組み込む方針を 4 月時点で提示している。（蔵治） 

・ 森林認証とは村の森林のどの範囲になるのか。（蔵治） 
 約 7000ha、グループ認証といって、森林組合・安城市・明治用水・長野県・林業公社が取得している。（今村） 

・ 現在、豊田森林組合と連携しているが、森林環境譲与税を使って流域の全組合と連携できたらと考えている。（今村） 

今後のスケジュール（予定） 

◆岡崎市におけるフィールドワーク（案内人：一般社団法人 奏林舎 唐澤晋平代表理事） 

・ 事例集活動拠点位置図、フィールドワーク位置図などの流域マップも 9 年間の成果にしたい。（事務局） 

・ 木づかいについては、この懇談会がなければ、これほどの成果は出なかったと思う。木づかいライブ・スギダラキャ

ラバンは、非常に力を入れてきたことであり、これだけで一つの成果になると考えている。（今村） 

・ 目に見える成果はもちろん大事だが、成果にできない部分の検討についても記録に残すべきだ。（浅田） 

・ この懇談会は、いろいろな役割を果たしてきたと思う。異なる業種の人々が話し合う「場」の役割は大きい。（丹羽） 
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希少種と地域との関わり

◆主な活動内容

■今年度の川部会WGの進め方と今後の活動の方向性について話し合いをしました

○WG開催日数は昨年度までの月1回のペースから、2～３か月に1回程度のペー

スとします。

○WGでの議題について、山部会や海部会にも関係するテーマや興味をもっていだ

けるような内容を取り上げることに努めます。

○本川モデルについて、土砂堆積や流出、洪水氾濫など上下流域に直結する課題

について話し合いの場を設けます。また、矢作川本川で国交省、愛知県、豊田

市が取り組んでいる対策の実施状況と効果について、情報共有の場を設けます。 

○家下川モデルについては、従来の新排水機場設置の進捗状況の確認に加え、家

下川の源流部から最下流部までを探索し、流域を実体験しながら語り合う『エ

コツアー』の開催を企画します。

○地先モデルについては、昨年度から山部会と合同で取り組んでいる「流域圏担

い手づくり事例集」の作成活動に参画し、情報共有を図ります。今年度の川関

係の取材候補団体を以下の7団体とします。

・飯田市 鵞流峡復活プロジェクト ・根羽村漁業協同組合

・豊田市 梅坪水辺愛護会 ・豊田市 岩本川創遊会

・岡崎市 内藤連三 ・岡崎市 おとがワ！ンダーランド

・豊田市 土地改良区資料室

○合同部会について、山部会主催の8月会合には、川部会からも矢作川の水質につ

いて話題提供します。また川部会が主催する合同部会WGでは“土砂を軸とした

山、海とのつながりについて”を話題とする方向で調整します。

○9年間の活動の総括と今後の活動の方向性については、情報のデータベース化と

見える化の観点から議論を進めます。

◆第 46 回川部会ＷＧを開催しました！
5 月 25 日（金）に第 46 回川部会ＷＧが開催されました。今回の WG で

は、昨年度の活動の振り返りと今年度の川部会 WG の進め方について意見
交換を実施しました。また、話題提供として内田座長の研究室が取り組んで
いる矢作川の底生動物の調査結果について紹介をいただきました。 

日 時：平成 30 年 5 月 25 日（火）9:30～1２:00 

会議場所：豊田市崇化館交流館 

参 加 者：19 名（事務局含む） 

発 行 日：平成 30 年 6 月 

編集・発行：矢作川流域圏懇談会 事務局 

1.本日の話し合いでわかったこと、決まったこと



◆お問合せ◆
矢作川流域圏懇談会事務局
〒441-8149 愛知県豊橋市中野町字平西 1-6 国土交通省豊橋河川事務所 事業対策官 神本
TEL 0532(48)8107／FAX 0532(48)8100 調査課 服部
＊矢作川に関する情報は、矢作川流域圏懇談会メーリングリスト（yahagigawa@iijnet.or.jp）までお送りください。

 
●出席者による主な意見交換内容は、以下のとおりです。

●（話題提供）内田座長の研究室が取り組んでいる矢作川の底生動物調査について

■第 47 回川部会 WG 
日時：平成 30 年 7 月 27 日（金） 午後 
内容：本川モデル 国交省、愛知県、豊田市が実施する河川整備の取り組みについて 

今後の流域圏懇談会の予定 

○給砂実験や阿摺ダムの実験は、将来のどういう目的のためにやっているのか？例えば、どこのダムにたまっ

ている砂を流せば効果的なのかがわかるものなのか？（光岡）

 国土交通省ではダムに堆砂した土砂を自然の状態で下流に流すことを理想として、色々な対策を試みている

のが実状である。まずは、どの程度の量は流下させるのがいいのか、計画的に進める必要があると思われる。

特に矢作川では中電のダムもあるため、関係機関との調整が必要となってくる。（事務局）

 矢作川の問題はアーマー化した河床をどのようにして自然に戻すかである。各機関で色々な取り組みを行っ

ているが、大きな問題は土砂が供給されないことと、大規模な洪水が必要ということである。洪水によって

下流まで土砂が流されないと意味がない。流域に洪水を受け入れる許容性が必要である。（近藤）

○漁協からの要望としては、フラッシュ放流の研究を進めてほしい。治水の安全対策を進めなければならない

のは理解できるが、フラッシュ放流に関する研究、話し合いは進めることができると思う。（新見）

○本川モデルとしては、国交省、愛知県、豊田市の各機関が本川で取り組んでいる内容を持ち寄って、話し合

うのがよい。家下川モデルについては、排水機場の進捗状況について確認していただきたい。地先モデルは

流域圏担い手づくり事例集を進めるということでよい。（内田）

○家下川モデルについては、野田さんと協力して佐久島で事例集交流会後に実施したエコツアーを家下川でも

実施したいと考えている。ここで佐久島での実施状況を野田さんに紹介しいただきたい。（事務局）

○佐久島では山、川、海を一緒に体験できるエコツアーを企画して開催した。当日は 3 つのコースを設定した。

小さな矢作川を体験できるミニ流域圏コース。河口から西側にある集落を対象とした時空ふれあいコース。

西側の海岸で海食崖や磯の環境を対象とした生命圏つながりコース。短時間での探索であったが、干潟の生

物調査や佐久島の地史、風土の体験することができ、とても有意義な内容であった。（野田）

○流域圏担い手づくり集について、昨年度から山部会の企画に川部会の方にも参加していただくことで協力し

ていただいた。今年度も同様の形式、スケジュールで進めたい。また、川に関係する活動団体も取材対象と

して取り上げたいと考えているので、候補があれば提案していただきたい。（洲崎）

○貯木場の近くを流れる川で小さな自然再生を実施している団体がある。愛知県では先駆的な事例になるので

取材先好捕として推薦したい。（近藤）

○今年度のまとめと今後の活動の方向性について、各部会の座長が集まって議論する場を設けることになって

いる。このとき、川部会から話しておいて欲しいことはないか。（内田）

○9 年の次のステージ以降で、定常的な情報がない状況で議論していることが多いので、外部からも内部から

も話し合いの状況が不透明なものが多い。それぞれの地域、そのときの活動の情報が見えるようなデータベ

ース化も必要であり、議論しやすい環境作りをお願いしたい。（鷲見）

  （ 意見  回答）

※詳細日時は ML にて決定します。

２.意見交換

○矢作川で土砂の移動を増やすという実験に取り組んでいる中で、生物の観点からどのような変化があるかを

把握するため、土砂の攪乱環境を好むキカワゲラ属の分布傾向を調べています。

○阿摺ダム下流で取り組んでいるアユの生息環境改善実験の中で、礫置き区における河床の環境改善効果の指

標として水生昆虫の種数、個体数の動態についてモニタリングを実施しています。

○矢作川に生息する外来生物のカワヒバリガイの分布傾向と繁殖実態について調査し、発生源となっているダ

ムを推定しています。
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ど
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発
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砂

◆第
7 月

矢作川
境関連
られた

日

会

参

発 行

編集・

1.本

と地域との関

主な活動

阿摺ダム下流

矢作川のアユ

ート化した

阿摺ダムの下

の柔らかな河

す。 

察の結果、

の生息量も増

な環境条件

矢作川総合土

総合土砂管理

理するととも

）を一次元河

す。 

課題解決に向

ルトコンベア

矢作川古鼡水

矢作川の環境

発足・活動を

愛知県では平

はじめ、平成

ない巨石の水

愛知県でもア

砂投入実験を

第 47 回
月 27 日（金
川本川で国
連の調査や
た知見、ま

  時：平

会議場所：豊

参 加 者：19

行 日：平成

発行：矢作

本日の話し合

関わり

動内容 

流アユ生息環

ユについて年

た河床環境に

下流に矢作ダ

河床を創出し

実験区間内

増加しました

件であればな

土砂管理につ

理計画の策定

もに、「目指す

河床変動計算

向けた取り組

ア）を用いた

水制工につい

境への取り組

をはじめ、様

平成2年から

成3年には多

水制工を古鼡

アーマコート

を実施しまし

回川部会
金）に第 47
交省、愛知
河川整備対
た今後の整

平成 30 年 7

豊田市崇化館

9 名（事務

成 30 年 9

作川流域圏懇

合いでの話

環境改善実験

年々生息数が

にあります。

ダムに堆積し

し、アユの行

内でアユの生

たが、なわば

なわばりアユ

ついて ～ 

定に向けて、技

すべき姿」

算や現地実験

組みの一つと

た土砂投入実

いて～ 話題

組みは全国で

様々な活動を

ら矢作川の環

自然型川づ

鼡地区に整備

ト化した河床

したが、効果

会ＷＧを
7 回川部会Ｗ
県、豊田市

対策について
整備予定等に

7 月 27 日

館交流館 

務局含む） 

月 

懇談会 事務

話題提供につ

験について～

が減少してお

 

した礫を活用

行動を観察

生息数が増加

ばりを形成す

ユが増加する

話題提供者

技術的な課

に向けて土

験をふまえ

として、平成

実験を実施し

題提供者：愛

でも有名であ

を率先して実

環境整備計画

づくりの一環

備しました。

床環境を改善

果は全く分か

を開催し
ＷＧが開催さ
の各行政機

て、これまで
について意見

（金）15:3

務局 

ついて 

～ 話題提供

おり、その大

用して、アー

する取り組

加し、アユが

するアユは少

るかを引き続

者：国土交通

課題を解決す

砂対策量（

土砂管理対

成28～29年

しました。 

愛知・川の会

あり、矢作川

実施してきま

画の策定に

環として、コ

 

善するため

からなかった

しました
されました。

機関が取り組
での取り組み
見交換を行い

30～18:00

供者：豊田市

大きな要因は

ーマコート化

組みを実施し

が餌とする付

少なく、今後

続き観察しま

通省豊橋河川

するための課

（排砂量、掘

対策を検討し

年度に給砂装

会 近藤会員

川水質保全協

ました。 

向けた取り

コンクリート

の取り組み

た経験があり

た！ 
。今回の WG

組んでいる河
みによる効果
いました。 

0 

市矢作川研

はアーマ

化する前

していま

付着藻類

後どのよ

ます。 

川事務所 ～

課題を整

掘削量な

していま

装置（ベ

員～ 

協議会の

組みを

トを使わ

みとして土

ります。 

G は、
河川環
果、得

究所 山本

～ 

本研究員～ 
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今後の

○数

が

 

○や

 

 

○や

 

 

 

○今

 

○総

る

 

○土

な

 

 

○実

で

○ど

果

○こ

め

２.意

問合せ◆ 
川流域圏懇談会
1-8149 愛
0532(48)8

作川に関する情

出席者による

48 回川部会
時：平成 30
容：家下川モ

の流域圏懇

数センチより

が石の表面を

出水後にき

ムが解明で

やわらかな河

出水時に小

過去に漁協

ぐられて、

やわらかい河

昭和 40 年

完成してか

矢作ダムが

たというの

昭和 55 年

ダムが完成

は大雨が降

今年度の研究

川の管理者

で、アユが

総合土砂管理

ると考えられ

上下関係か

土砂をどの

のかを検討

土砂供給実験

なかったとい

愛知県でも

砂が流下し

総合土砂の

いう認識で

実験で流した

ではという認

どれぐらいの

果があるのか

これまで矢作

めにも参加を

意見交換 

会事務局 
愛知県豊橋市
8107／FAX
情報は、矢作

る主な意見交

会 WG 
0 年 10 月
モデル 上下

談会の予定

りも粒径が小

をあらうよう

きれいになっ

できていない

河床とおっし

小さな石から

協が作成した

体が沈むよ

河床というの

年代であり、

から河床が低

が完成して、

のが、一般的

年ごろまで柔

成してから洪

降る機会も減

究成果につい

者に提出する

が定着しない

理計画を作成

れるが、河川

から言えば、

のように流下

討しながら、

験で下流側に

いう認識か？

も土砂供給実

して、瀬や淵

の観点からは

である。（事

た程度だと変

認識である。

の土砂が剥離

かというのを

作川関連の会

を希望する。

市中野町字平西
X 0532(48
作川流域圏懇

交換内容は、

（予定） 
下流ウォーキ

定 

小さいマサ程

うなクレンジ

っているとこ

い。（山本） 

しゃられたが

ら大きな石も

た資料で、昔

ような感じに

のは、いつ頃

矢作川ダム

低下し、砂利

すぐに環境

的な知見であ

柔らかい環境

洪水がほとん

減っている。

いて提言とし

ることを考え

いということ

成する際に他

川整備計画と

河川整備計

下させるかと

計画に反映

に変化がなか

？（光岡） 

実験を行った

淵ができたと

は上流に堆積

務局） 

変化がなかっ

（光岡） 

離効果を与え

を流量と土砂

会議には愛知

（近藤） 

西 1-6 国土
8)8100
懇談会メーリン

以下のとお

キング（予定

程度の土砂は

ジング効果が

ころがあるが

が、どのよう

も動いていく

昔の矢作川の

になると記載

頃の年代のこ

ムが完成する

利採取もなく

境が悪くなっ

ある。（内田）

境が散見され

んど無くなっ

（小澤） 

してとりまと

えている。対

とをもっと共

他の計画との

との関係はど

計画が上位計

というのが総

映している。

かったという

たことがある

というのが成

積した土砂を

ったというこ

えるかという

砂の両面から

知県の豊田加

土交通省豊橋

ングリスト

おりです。 

定） 

はほとんどな

があるとみて

が、それが砂

うな状況であ

く状況をイメ

の川底は柔ら

載されている

ことを言って

る前は川の中

くなり、澪筋

ったわけでは

） 

れていた。矢作

った。東海豪

とめるという

対象は中部電

共通の認識と

の位置づけは

どうなるのか

計画となる。

総合土砂管理

（事務局） 

う結果につい

るが、全く成

成果になるの

を適正に水の

ことであれば

う話がある。

らどうコント

加茂土木事務

橋河川事務所 

（yahagigaw

ないという状

てよいか。（鷲

砂による効果

あるか？それ

ージしてい

らかくて、川

る。（内田） 

ているか？（

中に樹木はほ

筋が固定し、

はなくて、少

作ダムが完成

豪雨を除くと、

ことである

電力や愛知県

としたい。（山

はどうなるの

か？（鷲見） 

河川整備の

理計画になる

いて、良かっ

成果が得られ

のではないか

の力をもって

ば、瀬や淵を

どれくらい

ロールする

務所が必ず参

事業対策官
指導員 宇

wa@iijnet.or

況でよいか。

鷲見） 

か、水だけに

を望ましいと

る。（山本）

の中に人が立

河瀬） 

とんどなか

樹林化が進行

し時間が経

成するまで洪

、昭和 47 年

が、どのよう

である。上流

山本） 

か？川の中の

基本計画であ

。河道内でど

たという認識

なかった。あ

。（近藤） 

、流すことが

作るならば、

の流量でどれ

のかを検討す

加していたの

※詳細日時

官 神本 調
宇野 
r.jp）までお

。出水時にそ

によるものな

と思っている

 

立っていると

った。昭和

行してきた。

ってから環境

洪水が頻繁に

年 7 月の災害

うなものか？

流から石が流

の形について

あり、これを

どの程度の土

識か、変化な

ある程度のフ

ができたとい

、もっと流す

れくらいの土

する必要があ

ので、今後の

（ 意見

時は ML にて決

調査係長 服部

お送りください

そのような土

なのかメカニ

るか？（光岡

と、足周りが

47 年にダム

。（加藤） 

境が悪化して

に起きてきた

害以降、近年

？（内田） 

流下しないこ

ても関係して

を守ったうえ

土砂量が必要

ないので意味

フラッシュで

いうのが成果

す必要がある

土砂が流れて

ある。（鷲見

の情報共有の

 見  回答）

決定します。 

部 

い。 

土砂

ニズ

岡） 

がえ

ムが

てき

たが、

年で

こと

てく

えで

要な

味が

で土

果と

るの

て効

見） 

のた
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の活動
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会
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編集・

1.矢

と地域との関

主な活動

橋上流から

該地区は平

土交通省で

河道掘削を

成30年度も

察当日は、

と生物の関

第 48 回
0 月 30 日
矢作川本川で
よび樹木伐
動のとりま

日  時：平

現地視察：矢

会議場所：豊

参 加 者：1

行 日：平成

発行：矢作

矢作川：河川

関わり

動内容 

ら久澄橋下流

平成１２年９

では再度災害

を実施してい

も引き続き、

内田座長と

関係について

回川部会
（火）に第
で国土交通省
開施工箇所
とめについ

平成 30 年 1

矢作川高橋上

豊田市崇化館

9 名（事務

成 30 年 11

作川流域圏懇

川整備箇所

流で実施して

９月の東海豪

害防止のため

います。 

、河川協力団

と愛知工業大

て解説をいた

会ＷＧを
48 回川部会
省が実施し

所の現地視察
いて意見交換

10 月 30 日

上流～久澄橋

館交流館 

務局含む） 

月 

懇談会 事務

所の現地視察

ている河道掘

豪雨により越

め、漏水対策

団体の協力

大学の学生が

ただきました

を開催し
会ＷＧが開
た高橋上流

察を行いまし
換を行いまし

日（火）14

橋下流 

務局 

察 

掘削、樹木伐

越水、漏水等

策護岸を順次

を頂き樹木

が施工後の河

た。 

しました
開催されまし
流～久澄橋下
した。また、
した。 

4:00～17:3

伐開の施工地

等の大きな被

次施工してき

木伐開および

河川区間内に

た！ 
した。今回の
下流区間の河

視察後は 9

30 

地を視察し

被害を被りま

きており、

び河道掘削を

に生息する底

の WG
河道掘
9 年間

ました。 

ました。 

平成27年度

を実施してい

底生動物を捕

度から当該区

います。 

捕獲し、川の

区間

の環
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今後の

1

○矢

裕
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○矢

い

 
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2 

○山

や

い

○こ

う

○小

や

を

か

○今

こ

○こ

海

の

○ま

２.意

問合せ◆ 
川流域圏懇談
1-8149 愛

0532(48)8
作川に関する

出席者による

49 回川部会
時：平成 30
容：家下川モ

の流域圏懇

矢作川の河

矢作川の出水

裕が確保でき

一番という

確保されて

ことから影

矢作川河川整

いう計画があ

鵜の首を開

から整備を

る。いずれ

下流から安

より多くの

河川改修を

9 年間のと

山、川、海及

やることでは

いうことを整

この懇談会に

う話もあるが

小河川の工事

や専門家の意

を確立してき

か。（小澤）

今、川はどう

この懇談会に

この懇談会で

海という場を

の部分で何が

まとめるとき

意見交換 

会事務局 
愛知県豊橋市

8107／FAX
情報は、矢作

る主な意見交

会 WG 
0 年 12 月 1
モデル 上下

談会の予定

河川整備に関

水によって最

きたのか？今

う記憶はない

ていると見込

影響は小さい

整備計画にお

あるというこ

開削すること

を進めること

れにせよ、計

安全度を高め

の流量を下流

をやっていく

とりまとめに

及び全体会議

はなく、まず

整理してはど

に参加して、

が、私はこの

事や維持管理

意見を聞きな

きた面はある

 

ういう状態か

に参加して我

で評価すべき

を取り扱って

が進んだかを

きは会の発足

市中野町字平西

X 0532(48
作川流域圏懇

交換内容は、

18 日 
下流ウォーキ

定 

関する意見交

最も影響が大

今の河道掘削

い。ただし、

込んでいる。

いと想定して
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なった。（内田

とを色々と勉

んだことを自

やってやると

という方向性

分たちが学ん

目的は、とい
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◆主な活動内容 

２：愛知県水産試験場の調査結果の概要説明 石田会員からの話題提供 

◆第 37 回海部会 WG を開催しました！ 

発 行 日：平成 30 年 9 月 

編集・発行：矢作川流域圏懇談会 事務局 

日 時：Ｈ30 年 7 月 30 日（水） 13:30～16:30 

場 所：西尾市吉良支所 会議室 

参加者：20 名（事務局含む） 

7 月 30 日（月）に第 37 回海部会ＷＧを開催しました。 
今回の WG では、三河湾のアサリ資源の減少と海の環境をテーマと
して、吉田海岸のアサリ漁場の現状をみるとともに、豊かな海に回
復するために何が求められているのか、意見交換を行いました。 

１：吉田海岸のアサリ漁場の現地視察 吉田漁協石川組合長からの話題提供 

 ○吉田漁協のアサリ漁場となる一色干潟は日本の三大干潟の一つであり、３～4年前まで

はアサリ全国一位の漁獲量があり、愛知県の70～80％を占めていました。 

○しかしながら、現在はほとんどアサリの漁獲がなく、昨年は六畳干潟の稚貝を放流し

たが全く効果がありませんでした。 

○潮干狩りにこられる人も以前は制限である４㎏を大幅に超えるくらいのアサリを持っ

て帰ることができましたが、今はほとんど獲ることができません。 

○その原因が特定できないままきていましたが、近年の愛知県水産試験場の調査結果か

ら何が影響しているのか、わかりつつあります。 

○この干潟の中でも所々にアサリの生息する場所がありますが、なぜ、そこに稚貝が着

底して成長しているかは不明です。 

○また、この近辺では今まで生息していなかったハマグリが自生するようになってきて

おり、それが海の環境の変化の表れであると思います。アサリが好む環境とハマグリ

が好む環境は異なります。 

○昨年からハマグリの種苗をやっていますが、生産に結び付くには長い年月が必要であ

ると感じています。 

○なぜ、アサリが急激に減少したか・・・色々な検討が進められている中で栄養塩が不

足しつつあるという考えにたどりつきました。 

○様々な環境条件が連動して、海の環境が形成されている中で、特に陸域からの栄養塩

の供給が重要であります。 

○色々な変化がある中で、唯一直線的に変化しているのが、陸域からの栄養塩の排水制

限量であり、それと同時に水産資源が直線的に減少しているという傾向があります。 

○伊勢湾、三河湾に流入する陸域から発生源推測結果によると、最近のリンの発生量は

1980年頃の発生量が1/２程度であり、チッ素については3～４割程度との報告があ

ります。 

○陸域からの排水規制をやっても貧酸素は解消されていません。 

○総排水量規制は貧酸素水の環境改善に効果がないということがわかってきました。 

○干潟域で鳥がこなくなったという話であるが、ゴカイや貝など餌生物が減少したのが

要因と言われています。 

○汐川干潟でも同じ現象が起きている。過去はドロドロした干潟であったが、今は固く

てきれいな干潟にかわってしまっています。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ３：話し合い 

◆お問合せ◆ 
矢作川流域圏懇談会事務局 

〒441-8149 愛知県豊橋市中野町字平西 1-6 国土交通省豊橋河川事務所 事業対策官 神本、調査係長 服部 

TEL 0532(48)8107／FAX 0532(48)8100              指導員 宇野 

＊矢作川に関する情報は、矢作川流域圏懇談会メーリングリスト（yahagigawa@iijnet.or.jp）までお送りください。 

今後のスケジュール（予定） 

海の地域部会は、10 月を予定しています。詳細は別途開催案内でお知らせいたします。 

○10 月くらいに今の状況からどのようにアサリの生息状況が変化するかを再度見る機会を設けるのも良い。8 月、9 月

で貧酸素水塊によって何らかの影響があるので、その変化も見てみたい。（石川） 

○今、三河港湾事務所が色々とアセス関係でアサリの調査をしているので、その状況報告を 10 月あたりに実施しても

らうことは可能か？（青木） 

 港湾事務所では六畳干潟を中心に平成 27 年から 3 年かけて調査を実施してきた。今、とりまとめ中であり、現時点

では工程が未定である。（東方） 

○10 月に現地をみると同時に、港湾事務所の調査結果の報告があるとよい（青木） 

○有明海で改良素材を置いて、アサリが増えたという研究事例があるので、それを東幡豆で実践したい。それを観察す

るというのもよい。東幡豆の干潟は環境的にも条件がよいと思う。（井上） 

○吉田漁協の組合長は、これまでも様々な調査を実践されており、経験、知識も豊富であることから、もう 1 度、吉田

海岸の現地を見て、組合長の話を聞く場を設けたい。（石田） 

○今のままでは三河湾から漁業がなくなってしまう恐れがある（石川） 

○昔 30 年位前、西三河でノリ漁業者は 550 件、今は 19 件であり、あと数年でノリ漁業者はゼロになる恐れがある。

多くの人はアサリ漁業に転換した。（天野） 

○トリガイやバカガイが成長しているのだから、全く餌がないわけではないように思う。アサリの減少要因がわかれば、

その対策を施すことができる。（天野） 

 アサリが完全に成熟していないのに産卵する、未熟児が多くなるという悪循環ができる。ウミグモが入っている個体

は栄養が半分消耗しているので、赤潮や冬場の餌不足で斃死しやすくなる。（石田） 

○4 月にアサリの中にカイヤドリグモが入っているのを確認した。カイヤドリウミグモは昔から三河湾にいたのか？ど

こからか移入したのか？ また、三番瀬にハマグリに似た外来種のホンビノスが非常に多いが、こういうものに寄生

してやってきたものではないか？（天野） 

○千葉県で見つかったのが初めてであり、種としては有明海などに昔からいたという説である。今、猛威をふるってい

るのは海外から移入したものと思われる。ホンビノスは東京湾では自然に定着した可能性があり、生態的に適した環

境であったようで、急激に増加した。水温がやや低いところに適応しており、三河湾、伊勢湾には少ない。（石田） 

○アサリの代用品としては、ハマグリがよいのではないかと思う。伊勢湾では最近自然繁殖に近づきつつある。元々伊

勢湾、三河湾で大量に漁獲されていた種でもある。（石田） 

○三河湾でハマグリが増えているということは、ハマグリの生息に適応した環境に変わりつつあるのではないか。干潟

がきれいになっていることが関係していると思う。（石川） 

 



◆主な活動内容

◆第 38 回海部会 WG を開催しました！

発 行 日：平成 30 年 11 月 

編集・発行：矢作川流域圏懇談会 事務局 

10 月 24 日（水）に第 38 回海部会 WG を開催しました。 
今回は、吉田漁業協同組合の石川組合長のご指導のもと、吉田海岸

を参加者で踏査し、アサリの現状について学びました。その後、室内
でアサリの捕獲量や生息環境の変化について、意見交換を行いました。 

○愛知県水産試験場が公表したアサリの漁獲量（平成18年度以降）の推移をみると、知多では平成28年以降ゼロにな

りました。そして、最も多く獲れていた西三河でも平成29年時点で88トンにまで落ち込みました。

○７月に放流した稚貝は11月までは順調に育っていましたが、12月には10分の１に減耗しました。10月に放流した

稚貝については、7月の稚貝よりさらに早く減耗しました。水産試験場の調査では、10mmに満たない小さなアサリ

が、産卵するという事実がわかりました。つまり、産卵後の食べ物が海にないことが予想されます。

○ノリに関する栄養塩調査でリンの値が調べられており、平成25年くらいから右肩下がりとなっています。これは、

矢作川浄化センターのリンの処理量（環境基準1ppmのところ0.2、0.3 ppm程度の放出）に反比例して減少してい

ることがわかりました。我々は現在の放出量の2倍～3倍の放出量を試験的に実施していただくようお願いし、昨年

11月から3月まで放出してもらいました。その結果、感覚的ではありますが光沢や触感の良好なノリが生産できる

ようになったと感じました。

○私の地域では、西の風は悪魔の風、南の風は極楽の風といって風向きによる湧昇流によって貧酸素塊の発生が左右さ

れます。今年は複数の台風がこの地域を通過したため、波浪によるかく乱が生じ貧酸素状態が解消しました。

○今年は長雨や台風の影響により、河川水による低比重の海水が沿岸部にたまりました。その結果、近年にないサイズ

の貝が三河湾のあちらこちらで確認されています。私は着底稚貝の有無は比重の違いによるものと考えています。

○ぶら下げた籠にはケイ藻が付いており、そこでは貝は生き続けることがわかっています。ケイ藻が貝の生育に必要で

あることは明らかだと思われるため、今後はその重要性についてデータをとってみたいと考えています。

○アサリの天敵であるカイヤドリウミグモについて、貝の中に生息する個体を経年的に記録しました。その結果、海水

温の積算温度が1800℃で1世代のサイクルとなることがわかりました。寄生する貝の種類については、移動性のマ

テガイ、シオフキガイ、バカガイにも寄生しますが、アサリに匹敵する被害は確認されませんでした。

1．アサリの減少と生息環境の変化について 吉田漁業協同組合 石川組合長からの話題提供

2．海部会の９年間のまとめについて 

矢作川流域圏懇談会は、平成22年に設立され3年1サイクルで活動を行ってきました。今年は、3サイクル9年という節

目の年を迎えました。まとめを考える中で、辻本全体会議座長より、9年間で「できたこと」「できなかったこと」「も

う少しでできたこと」を10年目にまとめながら、引き続きいろいろな活動を行ってはどうかとのご助言をいただきま

した。海部会では、現在は「アサリ」を中心に議論を行っていますが、過去には「ごみ・流木」の問題を議論してきた

経緯があります。これらすべてを総括できたらと考えています。 

3．これまでの懇談会の進捗報告 

【第1回合同部会】 
8月24日、岡崎市で合同部会が実施されました。矢作川流域に関する科学的な研究成果、特に矢作川の水質について情
報共有しました。矢作川の長期的な変化や上下流の問題・課題を改めて認識することができました。 
【第1回市民部会】 
8月30日、豊田市で市民部会が実施されました。これまで、市民部会として「ごみ・流木」「土砂」「木づかい」の3つ
のテーマについて議論されましたが、上下流の優れた点や問題点について、形に残してはどうかという意見が出ました。
そのため、次回の第２回市民部会では、ワークショップ形式で意見交換を行いたいと考えています。 
【矢作川感謝祭2018】 
9月2日、豊田市千石公園において矢作川感謝祭が行われました。今回は流域4つの森林組合（恵那・根羽・豊田・岡崎）
による出展に加え、東幡豆漁協石川組合長による海の生き物の展示が行われ、大いに盛り上がりました。 

日 時：Ｈ30 年 10 月 24 日（水） 11:30～15:00 

場 所：吉田海岸・西尾市役所吉良支所 第 1 会議室 

参加人数：19 名（事務局を含む） 



◆お問合せ◆
矢作川流域圏懇談会事務局

〒441-8149 愛知県豊橋市中野町字平西 1-6 国土交通省豊橋河川事務所 事業対策官 神本、調査係長 服部

TEL 0532(48)8107／FAX 0532(48)8100               指導員 宇野

＊矢作川に関する情報は、矢作川流域圏懇談会メーリングリスト（yahagigawa@iijnet.or.jp）までお送りください。

◆アサリの減少と生息環境の変化について

・長期間にわたり目的を持ってデータを取り続けているのは素晴らしい。研究者として尊敬す

る。（青木）

・水産試験場と肩を並べるような調査を自前で行う組合長はいないと思う。少なくとも自分に

はできない。（石川金）

・カイヤドリウミグモの計測は職員総出で行う。生息個体を水槽で飼育し、ハゼなどの魚類を

入れたりしているが、これらを好んで食べる天敵は見つかっていない。（石川甚）

・カイヤドリウミグモは外来種か。（髙橋）
 あまり研究をしている人はいないが、種として新しいものではない。しかし、昔からいる種

がこのように爆発的に寄生するとは考えにくく、種としては同じであっても、他の地域で生
育していたものが、何らかの原因で移入し、爆発的に増えたと考えるのが自然である。（石
田）

・カイヤドリウミグモはどのくらいの大きさか。（青木）
 足を広げると 1.5cm くらいになる。ただ、貝の中に寄生している時は、足を折りたたんで

おり 3～4 mm 程度となっている。そのため、一般の人には認識されない。特に色のついた
料理ではわからないと思う。（石川甚）

・カイヤドリウミグモの個体数の変動は、どのようなことが要因として考えられるか。（青木） 
 アサリに秋に寄生しても、冬に寄生しても成体として貝から独立するのは 4 月であり、いつ

寄生しても長い冬の間に大きさがそろってくる。これまでの調査で、カイヤドリウミグモは
夏の暑さに弱いのではと感じたのだが、東京湾の事例では、孵化した個体が水温 20℃の条
件で 50～60 日（2 ヶ月程度）生き続けることがわかった。このことは、我々が 7 月に放
流する稚貝にも寄生可能であることを示していた。また、日本有数の広大な干潟域は、カイ
ヤドリウミグモの生息適地であることに加え、移動能力の低いアサリが高密度に分布したこ
とで被害が拡大しているのではないかと考えている。（石川甚）

・カイヤドリウミグモとアサリの共存は可能か。（青木）
 寄生されたアサリの死骸による水質の汚染が、個体数を激減させる可能性はあるが、現段階

でカイヤドリウミグモによって全滅ということはあり得ないと考えている。最も大きな要因
は海の環境だと考えている。籠の中に小石を入れて稚貝を育てると、良く育つことがわかっ
た。西幡豆においても、小石が投入された海岸では、良好な生育を示した。（石川甚）

・今年は海水の比重が低い状況が続いているので、アサリの生育が今のところ良好であるとい

う解釈で良いか。（野田）
 海水の比重が下がるというのは、河川水の影響が広がっているということ。河川の影響が広

がるということは、河川からの栄養が直接提供されることを意味しており、河川水が広がっ
て塩分が低下する環境の方が、アサリの着底にとって有利だろうと考えている。（石川甚）

・三河湾ではアサリも魚も不調である。組合が存続するかどうかは来年次第だと思う。（石川金） 

◆海部会の９年間のまとめについて

・海部会では、はじめは富栄養化、貧酸素問題を扱っていたが、今では貧栄養化の問題を扱う

など１８０度変わってしまった。この間の時間的な流れ、海の変化、海の見方の変化、認識

の変化などをまとめてみたら面白いのではないかと思う。何となく漠然と WG をこなしてき

た感じではあるが、継続して実施してきたことに意味があったと感じる。（青木）

・懇談会員あるいは市民に現状を知ってもらう必要がある。我々だけが知っていても効果的な

解決には結びつかない。（石川金）

・矢作川浄化センターのリンの放出については、漁連が知事に直談判して、急きょ放出が具体

化された。ただ、放出量は今までの 3 倍、アサリ 3 万トンぐらいの必要量が放出されたと言

われても我々は理解できない。もっと、具体的な解決策を講じてもらいたい。（石川甚）
 伊勢湾再生海域検討会においても議論されていて、栄養の不足分についても視野に入れたシ

ミュレーションも行おうとしているようだ。そこでは鈴木副座長も委員として参加されてい
るので、強く訴えられているものと思われる。（青木）

今後のスケジュール（予定） 

次回の第 39 回海部会 WG は、平成 30 年 12 月 19 日（水）西尾市にて開催します。 

４．話し合い 



◆主な活動内容

◆第 39 回海部会 WG を開催しました！

発 行 日：平成 31 年 1 月 

編集・発行：矢作川流域圏懇談会 事務局 

12 月 19 日（水）に第 39 回海部会 WG を開催しました。 
今回も吉田漁業組合の石川組合長を交え、三河湾のアサリ漁の現状と海の

貧栄養化問題について意見交換を行いました。また、井上委員からアサリの
餌となるケイ素の問題について話題提供がありました。 

○前回のWGでみなさんが視察した干潟で今日の朝、アサリを採集してきた。今日現在ま

では無事に成長している。ここ数年は一度放流した後は、まるっきりいなくなることが

多かった。久々にアサリを採集することができたので、ここに持ってきた。年越し後に

調査にいくと、昨年、一昨年までは全くいなくなっている状態であったので、今年もど

うなるかはわからない。（石川甚）

○一般論として、通常、夏型の海から冬型の海へ移行するとき、深場からの栄養供給と秋

雨による陸域からの負荷供給があり、植物プランクトンのピーク期を迎える。この時期、

秋の産卵後に疲弊したアサリがプランクトンを摂食して、肥満度が回復して、最低水温

期に肥満度11を下回らなければ生残し、春のプランクトンのピーク期を迎えて急激に成

長していく。秋の植物プランクトンのピーク期がないと痩せた状態のまま冬を迎え、減

耗する。昨年、矢作川浄化センターの管理運転が実施されたが、これによって海に供給

されえる窒素、リンの量が大幅に増加している。特に今年の冬を越せるどうかは1か月

前の状態が重要である。自動観測の結果を見る限り、去年よりはいいのではという見解

である。ただ、冬に温度が高いと基礎代謝が高まり、餌量が増えたとしてもそれを消耗

してしまう心配もあるが、劇的に回復する可能性もあると思う。（鈴木）

○海苔の品質は海水のリンの濃度で大きく変わってくる。矢作川の浄化センターの放流水

がどのように三河湾に流入しているか、私なりに調べた結果、季節風が西北西になる前

は、南知多へ相当量が流れたことから大井・美浜産の品質が良くなった。季節風が西北

西になると吉田の矢作古川近辺で回ってしまい、衣崎産の海苔の品質が良くなった。各

組合の海苔を一様に比較すると、品質の違いがよくわかる。（石川甚）

○管理運転で成果があるという話で広がっていることから、市町の公共下水道もそれにな

らう方向で動いており、田原市、常滑市、蒲郡市などでは窒素、リンの放流濃度を上げ

る取り組みが実施されている。県漁連が管理運転の要望をあげて、県が実施をしたとい

うことは大きな原動力になっていると考えている。水質が悪化するという話もあるが、

放流基準を守って出す窒素、リンの量が海の環境を悪化させることはないと考えている。

今年の放流稚貝が生残しているか、どこにいるかということを漁業者がデータを独自に

集めていただくと、一般の方々も理解されると思う。（鈴木）

○今年は目に見えた赤潮はなかった。ありとあらゆる小川から流入している負荷量が抑制

されてしまっている。平成25年以降、観測を続けているが、夏の酸素の溶存量をみても、

非常にきれいになってきた海だと感じている。（石川甚）

○播磨灘のコウナゴの漁獲量のデータと透明度のデータを比較すると、透明度が高いときは

不漁で肥満度も低い。魚は環境変化に鋭敏であり、明らかである。仮眠に入るまでの餌の

量が十分であれば、仮眠時に水温が高くても、十分に次の再生産に寄与する。

1．三河湾のアサリ減少と海の環境についての意見交換

日 時：Ｈ30 年 12 月 19 日（水） 15:00～17:30 

場 所：西尾市役所会議棟 第 4 会議室 

参加人数：17 名（事務局を含む） 



◆お問合せ◆
矢作川流域圏懇談会事務局

〒441-8149 愛知県豊橋市中野町字平西 1-6 国土交通省豊橋河川事務所 事業対策官 神本、調査係長 服部

TEL 0532(48)8107／FAX 0532(48)8100               指導員 宇野

＊矢作川に関する情報は、矢作川流域圏懇談会メーリングリスト（yahagigawa@iijnet.or.jp）までお送りください。

瀬戸内の関係組織の中でも、瀬戸内全体の下水道の総合計画においても、海の状況に応じ

た運転を適宜実施すると明文化されている。三河湾も同じような方向で動く必要がある。

（鈴木） 

○排水の規制は法律に基づき国が基本方針を定めており、それに従って自治体が計画を作っ

て基準値を決めている。現在瀬戸内海での状況が問題となっており、瀬戸内海ではフレキ

シブルな考えで、湾灘、季節ごとなどで基準値が決められているが、三河湾はそういう状

況ではない。（高橋） 

○海の環境が劣化しているスピードについていっていない。環境の変化は緩やかに起こると

いう先入観がある。アサリの生死の成長モデルは基準値を超えると全滅になる。今回の瀬

戸内、三河湾の件で環境省も前向きにとらえるようになってきたと思う。干潟や藻場の再

生という考え方も計画に取り入れられてきた。「伊勢・三河湾ではこうしたい」というもの

を愛知県が率先して発信し、行動すべきである。（鈴木）

○本当は漁師が立ち上がる必要があるが、漁師の高齢化がネックである。三河湾はアサリが

いたからきれいであった。アサリがいなくなれば海はもっと汚れる。そうすると、陸から

流れてくる水をもっときれいにしなければならないということになってしまう。これが自

然の流れである。（石川金）

アサリを含む海産二枚貝の多くは、海水中から餌料生物や浮遊懸濁物質をエラにより

濾別して摂餌を行っています。特に、アサリの成長に寄与する餌料生物はケイ藻です。

ケイ藻に関する基本的な知識、矢作川流域においてどのような変化が起きていたかを整

理し、今後期待される技術的対応について話題提供していただきました。ここでは、ア

サリの衣・食・住問題としてとらえて整理しています。

◆衣｜水質について

・溶存酸素 3mg/ℓ以上 飽和濃度以下 ・硫化水素のない好気的環境

◆食｜餌について

①森林域：健全な森づくりは、ケイ酸が溶け込んだ湧水をはぐくむ。その結果、ア

サリにとって有益な餌料となるケイ藻が育つ。ケイ酸が地下水に溶け込むことが

重要であることから、今以上に浸透能が向上できればよい。人工林の適切な手入

れが必要と一般的には言われているが、研究面での結論が出ているわけではない。 

②ダムの湛水域：滞留する水域があるとそこでケイ藻が多く生育することとなり、

Siが収奪され、海に到達する前に減少してしまう。適切なダム配置が重要となる

が、治水・利水状況を勘案して決めるべき課題が多い。

③河川を流下する水量：かつてより流量が減少していることが指摘されている。豪

雨のあとに海の漁獲量が上がっていることからも、三河湾の湾口深場に滞留する

栄養分（ケイ藻の必須元素）がエスチュアリー循環によって引き上げられるしく

みを作ることができればよい。

④湿地・水田：フルボ酸鉄は植物プランクトン（ケイ藻など）の光合成に必須の物質であるが、水田（疑似湿地）からも供給される。

フルボ酸鉄の供給源である、これらの地域の復元により、供給量を増大することができる可能性がある。

◆住｜生息環境について

・適度な砂泥質と干潟

今後の流域圏懇談会の予定 

■平成 30 年度 海のまとめの会 （日時）平成 31 年１月 31 日（水） 午後

内容：１）これまでの活動成果と課題について  ２）来年度の活動計画について

○参加者のみなさまに9年間の懇談会活動をふりかえって「できたこと」「できなかったこと」「もう少しでできたこと」を付箋に書

き込んでもらいました 

○次回のまとめの会では、頂いた意見をもとに、これまでの活動について総括したいと考えています。

3．海部会の９年間のまとめについて 

2．話題提供：三河湾で不漁となったアサリの餌となるケイ藻のいま ｜井上祥一郎さんからの話題提供 

流域環境の変化に伴いケイ藻が必要とする元素の供給量も変化した 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆第 1 回合同部会を開催しました！ 

◆講演内容について 

発 行 日：平成 30 年 9 月 

編集・発行：矢作川流域圏懇談会 事務局 

【日 程】Ｈ30 年 8 月 24 日（金）～25 日（土） 

【場 所】合同部会：岡崎市宮崎学区市民ホーム 

     エクスカーション：岡崎市乙川・伊賀川 

【参加人数】合同部会 45 名、エクスカーション 24 名（事務局を含む） 

山部会では、山川海の相互理解を深めるために、研究データに基づ

く議論をしていこうという前向きな意見がでました。これをうけた

形で合同部会を開催する運びとなりました。 
議論の内容は、主に矢作川の水質について、科学的に研究をされて
いる方々にご講演をいただき、その研究結果をもとに山・川（里）・
海の“民の知恵”の意見交換をしようというものです。 

合 同 部 会 

エクスカーション 

アサリはなぜ減少したのか？ 
『アサリの漁獲量減少と海の栄養塩に関する研究事例』 

（名城大学大学院総合学術研究科 特任教授 鈴木輝明氏） 

近年のアサリの漁獲量の減少原因は、矢作川流域下水道の稼働により、リン酸が過

剰に除去され、餌である植物プランクトンが不足したためと考えられる。三河湾では

過去に貧酸素水塊が問題となり、窒素とリン酸の排出規制が始まったが、水の過剰な

浄化によって、海の生物に影響を与えている可能性が示された。 

シジミ、アサリを増やす森と里からの湧水 
『農・林・水産部門技術士の継続研鑽から』 

（伊勢・三河湾流域ネットワーク 共同代表世話人 井上祥一郎氏） 

健全な森づくりは、ケイ酸が溶け込んだ湧水をはぐくむ。その結果、アサリにとっ

て有益な餌料となるケイ藻が育つ。一方、フルボ酸鉄は植物プランクトン（ケイ藻な

ど）の光合成に必須の物質であるが、水田（疑似湿地）からも供給される。森・里の

恵みであるフルボ酸鉄・シリカについて、今後も研究を続けたいと考えている。 

矢作川本川の水質と流域構造を知ろう！ 
『電気伝導率からみた矢作川本川の水質実態と流域構造の特徴』 

（大同大学大学院 吉川慎平氏） 

本調査は、流域の本川と支川の175箇所で計測を行った。その結果、中流域では5

～8mS/m、河口に近い西尾市においても10mS/mであり、平均的な河川水の値

11mS/mと比べて低いことがわかった。要因として、流域の地質が花崗岩である、

流域下水道の整備、土地利用の影響が及んでいないものと考えられる。 

矢作川中流域の水質を知ろう！ 

『矢作川中流域の水質 水質の長期変動と他河川との比較』 
（豊田市矢作川研究所 研究員 白金晶子氏の研究成果 事務局報告） 

矢作川中流域において、経年的な調査を行った結果、以下の結果を得た。 

（1）栄養塩類は減少傾向を示した。（2）矢作川上流から下流に向け、栄養塩類は増

加していた。（3）流量が少ない時、植物プランクトンはダム湖で増加し、下流に向け

て増加していた。（4）明治用水頭首工周辺で取水により、下流の流量が減少、栄養塩、

懸濁物質が増加し、巴川の合流で水が入れ替わっていた。 

森林が変化すると水質はどう変化する？ 

『植生遷移に伴う水質の変化 —東大演習林における事例—』 
（東京大学大学院農学生命科学研究科 教授 蔵治光一郎氏） 

森林からの水質は、ほとんどの項目で良好であるが、色度だけが上限に達していた。

これは、色素の原因物質フミン酸やフルボ酸などの有機酸が、保持できる限界を超え

て流れ出しているものと推察される。これは、森林の富栄養化の兆しを示すものであ

り、未来において、山からの水が必ずしも良好な水質とは言えない可能性を示唆する

ものであった。 



◆お問合せ◆ 
矢作川流域圏懇談会事務局 

〒441-8149 愛知県豊橋市中野町字平西 1-6 国土交通省豊橋河川事務所 事業対策官 神本、係長 服部 

TEL 0532(48)8107／FAX 0532(48)8100               指導員 宇野 

＊矢作川に関する情報は、矢作川流域圏懇談会メーリングリスト（yahagigawa@iijnet.or.jp）までお送りください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

◆総評 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆エクスカーション 
 
 
 
 

◆話し合いでの主な意見 （ 意見  回答）    

① 乙川 

≪岡崎市のかわまちづくり≫ 

岡崎市乙川リバーフロント推

進課の香村課長、浅井副課長

より、QURUWA戦略（乙川

と市街地の発展をめざした公

民連携プロジェクト)をご紹

介いただいた。 

② 伊賀川 

≪愛知県の多自然川づくり≫ 

愛知県河川課の川瀬主任主査

より、平成20年8月豪雨を教

訓とした多自然川づくりにつ

いて、実績と効果（特に河川

構造と生物相への影響）をご

紹介いただいた。 

≪アサリの漁獲量減少と海の栄養塩に関する研究事例に対する質疑応答≫ 

・ いくつか考えられる栄養塩類のうち、リンだけを対象としているのはなぜか。（蔵治） 
 調査の結果、特に夏場においてリンが制限因子になっていること。また、矢作川浄化センターの排出規制が、窒素と

リンを比べると、リンの方が圧倒的に制御しやすいためである。（鈴木） 
・ 貧酸素塊の抑制と餌場の確保の両面から、今後どのようにリン酸を取り扱うべきか教えてほしい。（今村） 
 リン酸の削減は、確かに貧酸素塊の抑制につながる。ただし、それに伴ってイワシやアサリ等の魚介類が減少すると、

それ自体は貧酸素塊を拡大する要因になってしまう。だから、生物資源を維持できる許容量を確保したうえで、排出
規制を考える必要がある。（鈴木） 

 
≪農・林・水産部門技術士の継続研鑽からに対する質疑≫ 

・ ケイ素というのは無機物質で、岩盤の鉱物から流れ出す物質であり、流域がはげ山であった時代には大量のケイ素が流

出したと考えられる。流出量の大小は、森林管理の良し悪しで決まるものではないと考えられる。（蔵治） 

・ 陸域由来のケイ酸態ケイ素は、三河湾の海中にも結構含まれるため、それが生物種の減少要因とはならない。（鈴木） 
 
≪電気伝導率からみた矢作川本川の水質実態と流域構造の特徴に対する質疑応答≫ 

・ 電気伝導率を測定する目的、その結果が何に活用できるのか。（洲崎） 
 矢作川の電気伝導率は低いといわれてきたが、事態はどうなのかを確認したかった。また、活用については生物的な

関係機関に活用していただきたいと考えている。（吉川） 
・ 電気伝導率の値には、主にどんな物質が関わっているのか。また、土地利用とか地質による影響を確認したか。（清水） 
 物質については分析をしていないためわからないが、河川水を採取しているので、今後調べたい。また、土地利用と

地質は関わりが深いものと考えている。（吉川） 
 
≪矢作川中流域の水質 水質の長期変動と他河川との比較に対する質疑応答≫ 

・ ケイ素はダムで消費されていると考えられるが、なぜ河川水の分析項目にケイ素が含まれていないのか。（山本） 
 矢作川研究所としては、水質においてケイ素はそれほど重要ではないと考えている。（洲崎） 

 
≪植生遷移に伴う水質の変化 —東大演習林における事例—に対する質疑応答≫ 

・ 昨今、森林土壌が注目されているが、森林整備の中でフルボ酸、フミン酸の役割はどう評価されるのか。（今村） 
 それらが増加することは、土壌が形成されつつあることを意味している。水質の面では色度が上昇することは好まし

くないが、それは人からみた評価であり、生態系としては望ましいことだと考えられる。（蔵治） 
・ 植生遷移が水質に及ぼす影響を説明いただいたが、動物への影響は調査されているのか。（野田） 
 動物では脊椎動物、鳥類、昆虫の 3 項目で調査が行われてきた。脊椎動物では、木の実の生産量と個体数の関係、

鳥類では繁殖時期についてモニタリングを行っている。（蔵治） 

・ 人間は生活の便利さと引き換えに自然を壊してきた。生き物に目を向けることで、自然環境を変えられると思う。（石川） 

・ 川部会では、これまで流量の確保、土砂移動、川の形状などを優先し、水質について議論を重ねてこなかった。今日の

合同部会で、水質の重要性について再認識した。今後は、川部会でも取り上げたいと考えている。（内田） 

・ 一言で「水」といっても、山川海それぞれの見方でずいぶん異なる。何かを立てれば、何かが犠牲になることも今日の

議論でよくわかった。（鷲見） 

・ 今日の報告には、流域下水道のデータがなかった。排出の規制量がわかれば、電気伝導率、中流域の水質の話、アサリ

の減少と海の栄養塩類の話につながった気がする。また、雨が降った時の栄養塩類の排出については、岡崎市でデータ

を取っている。どこかの機会で報告できたらと考えている。（蜂須賀） 

・ 今日のような議論ができれば、水掛け論にならなくて済む。とても有意義な時間を過ごすことができた。（洲崎） 
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をどう確保し

ったと思うこ
由に発言できて

会 
0 年 10 月 2

事務局 

知県豊橋市中野

07／FAX 05

報は、矢作川流

と：懇談会の在

うこと：平日・
巡、二巡と参加

きたい活動など
砂運などのイベ

の勉強会は有効

での主
流域連携テー

動のあり方に

を伐っている

て間伐で捨て

何が悪影響を

出ている市域

ではなく、草

で大きな石を
パスでは、5c
具体的な処理方
機物が溜まっ

土交通省が矢作
いという記載が
理計画の技術

事務所が公表し
まった土砂を

水に影響を与え
によって土砂
自然な環境に

を使ってほし

川の再構築に

住民による活

に関わってき

が大きな原動

え方の方向性

を代表するよ

で様々な問題

を目指して活

動として、行

うことも検討

活に不便を感

それらの住民

々な問題を知

明するために

地域住民に対

する住民は、

していくかと

こと：山川海が
ていたこと。

23 日（火）1

野町字平西 1-

532(48)810

流域圏懇談会メ

在り方について

・年末という開
加者に意見を回

ど：今回発言さ
ベントは面白い

効だった。懇親

主な意見
ーマとイベン

について 

ると、一般の人

てられた木も

を与えているの

域の住民にごみ

草刈りや竹の

を流すための工
cm 程度の細
方法は効率性

っていると考
作ダムの湖底
があったと思

術的課題に対す
している。（神

を山地に捨てて
えないことを

砂を流す際、水
に近づけられ

しいのであれ

には、公共事業

活動も必要で

きて良かった

動力になって

性が十分に確

ような標語を設

題が生じてお

活動すべきだ

行政から許可

討すべきであ

感じていない住

民に問題を提起

知らされないで

に、地域住民

対して情報を発

生態系を大事

という課題を解

が少しずつ連
 よくなかっ

14:00～17

6 国土交通省

00

メーリングリス

て、改めて議論

開催時期のため
回すことにより

された提案につ
いと思われる。

親会は潤滑油に

見 （ 意見   

ントの実施状

人がごみを捨

しくは土砂崩

のかを明らか

みの問題を知

間伐などの体

工夫などは何
かい土砂しか

性を考慮しつ
えられるが、

底のボーリン
思う。（内田）
する検討委員
神本） 
ていると聞い

を大前提として
水量や流速を

れるよう、効率
ば、自ら行動

業による大規

はないか。（

と思うことは

いると思う。

確立されてい

設定して取り

り、それぞれ

と思う。（光

を得て、もし

る。（山本孝

住民は、流域

起する場が必

で生活してい

と一緒に考え

発信できるツ

事にして、人

解決する必要

連携する見通
ったと思うこ

7:00 豊田

省豊橋河川事務

スト（yahag

論ができた。/

め、市民層が少
り、活発な意見

ついて、グルー
/個別 WG の活

になるが、出ら

 回答） 

状況・今年

捨てなくなる

崩れによる倒

かにして議論

知ってもらう

体験を通して

何か考えてい
か流れないた
つ検討してい
調査は進ん

グを行い、堆
 

員会」におけ

いているが、
て、実験を重

を調整するの
率的な方法を

動し、木を見

規模な河川整

（浅田） 

は、岡崎市の

（沖） 

いない。３つ

り組むのがよ

れ望みも違う

光岡） 

しくは事業と

孝） 

域圏の問題に

必要である。

いる。矢作川

えるためのベ

ツールを作り

人間の衣食住

要がある。（山

しができたこ
こと： 時間不

田市崇化館交流

務所 事業対策

指導員 

gigawa@iijnet

/良い発言機会

少なかった。/流
交換ができた

ープワークで詰
活動成果につい

れないこともあ

度の連携イ

るため、河川沿

倒木、ごみは人

論を進める必要

うイベントを開

てごみの問題を

いるのか。（井
ため、それよ
いく予定であ

んでいるのか。
堆積物の粒形

けるこれまでの

その土砂を海
重ねて様々な

のか。（松井）
を試行錯誤し

見る楽しさを広

整備だけではな

の林務行政が微

の流域連携テ

よいのではない

うため、全体と

として公的資金

について自発的

（山本孝） 

川流域では、そ

ベースを作る必

りたい。（山本

住や生きるため

山本薫） 

こと。/流域連
不足。 今後

流館 4 階 第

策官 神本、調

宇野 

t.or.jp）までお

会が得られた。

流域連携の今後
と考えられる。

詰めてみたい。
いて、情報交換

ある。お茶付き

ベント日程

沿いのごみは

人間の出した

要がある。（髙

開催する意欲

を認識できる

井上） 
り大きなもの

ある。（神本）
。（井上） 
や有機物の量

の議論の経過

海に運ぶこと
な方向性を検討

 
しながら検討
広める活動が

なく、竹の間

微動だが動き

テーマを統合

いか。（光岡）

として見つめ

金を獲得し、

的に考えよう

そういった問

必要がある。

本薫） 

めのエネルギ

連携の方法につ
取り組んでい

第 2 会議室 

調査係長 服部 

お送りください

/盛り上がった

後について、話
。 

/本川の川下り
換したい。 

きテーマ WG

程について 

は減ってきて

たものが大き

髙橋） 

欲を示す必要

る場も必要で

のは掘削して
 

量を調査して

過は公表して

とも検討して
討していきた

していく予定
が重要である

間伐体験やご

き始めたこと

合

） 

め

う

問

ギ

ついて少し進
いきたい活動

い。 

た意見交換とな

話し合いの時間

り、リバーウオ

も良いかと思

いる。（伊奈

きな構成要素で

がある。（山

ある。（沖）

て処理しようと

ていた。定性的

いるのか。（

ほしい。（髙
たい。（神本）

定である。（神
。（今村） 

ごみ捨てをやめ

と。流域圏懇談

進展があった
動など： 情報

なった。 

間が少な

オーク駅

う。 

奈） 

である

山本孝） 

 

と考え

的に有

（浅田） 

髙橋） 
 

神本） 

めるこ

談会の

こと。
報発信。 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆主

◆第
昨年

市民部
プ形式
化を試

日

会

参

発 行

編集・

1. 最

2．ワ

前回

られま

を市民

が提案

今回

なりま

市民

に焦点

【第1
岡崎市

長期的

【第1
豊田市

てきま

部会で

【矢作
豊田市

幡豆漁

【第5
蒲郡市

3．ま

主な会議内

第２回市民
年度までの
部会という
式で流域の
試みました

  時：平成

議場所：豊田

 加 者：16

行 日：平成

発行：矢作

最近の懇談

ワークショ

回の市民部会で

ました。その

民部会で作成

案され、情報

回の市民部会で

ました。そして

民部会でも 9

点をあてて、次

回合同部会】
市で合同部会が

的な変化や上下

回市民部会】
市で市民部会が

ましたが、改め

では、ワークシ

作川感謝祭20
市千石公園にお

漁協石川組合長

5回三河湾大感
市民会館におい

まとめ  

 

内容 

民部会を
市民会議か
名称にリニ
良い面、悪
。 

成 30 年１０

田市崇化館交

6 名（事務局

成 30 年 1

作川流域圏懇

談会の進捗報

ョップ 

では山・川・

中で、地域住

したいという

の発信方法の

では、ワーク

て、出席者の

年のまとめに

次年度につな

】8月24日 
が実施されまし

下流の問題・課

】8月30日 
が実施されまし

めて上下流の優

ショップ形式で

018】9月2
おいて矢作川感

長による海の生

感謝祭】10
いて三河湾大感

～市民部会

を開催しま
から、より市
ニューアルし
悪い面を流域

０月２３日（火

交流館 4 階 

含む） 

１月 

懇談会 事務

報告 

・海の部会員

住民が矢作川

う意見があげ

の検討は今後

クショップ形

の思いを時間

について、こ

ながる流れを

した。矢作川流

課題を改めて認

した。これまで

優れた点や問題

で意見交換を行

2日 
感謝祭が行われ

生き物の展示が

月28日 
感謝祭が行われ

会が期待す

ました！
市民目線で自
しました。今
域マップに示

火）14:00～

第 2 会議室 

務局 

員が一堂に会

川の情報に触れ

げられました。

後の活動の中心

形式で良い面と

間の許す限り語

これまでの市民

つくる必要が

流域に関する科

認識することが

で、市民部会と

題点について、

行うことになり

れました。今回

が行われ、流域

れ、木のおもちゃ

する流域圏の

 
自由に発言で
今回の WG で
示し、今後の

～1７:00 

 

 

し、矢作川流

れる機会が少

。大きなイベ

心になると考

と悪い面を併

語って、結果

民部会（市民

があります。

科学的な研究成

ができました。

として「ごみ・

形に残しては

りました。 

回は流域4つの

域一体化を意識

ゃの展示など

のあり方に

できる場をめ
では、ワーク
の議論のため

流域で生活す

少ないことが

ベントや体験

考えられます

併記した形で

果をとりまと

民会議）で検

出席者全員で

成果、特に矢作

 

流木」「土砂」

はどうかという

の森林組合（恵

識することがで

により、三河湾

について～ 

めざして
クショッ
めの可視

る住民の視点

が課題として抽

学習、SNS

。 

矢作川流域圏

めました。 

検討したことを

で、意見交換

川の水質につ

」「木づかい」

う意見が出まし

那・根羽・豊

できました。 

湾につながる上

点から、多様

抽出され、情

を用いるなど

圏の現状をマ

をしっかり整

換を行いまし

ついて情報共有

の3つのテー

した。そのため

豊田・岡崎）に

上流域の山の情

様な話し合い

情報を発信で

ど、さまざま

マップに示す

整理しながら

した。 

有しました。矢

マについて議

め、次回の第２

よる出展に加

情報を発信しま

が進め

きる場

まな手段

ことに

、何か

作川の

論され

回市民

え、東

ました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■第
日時

今後の

◆お問
矢作川流

〒441

TEL 0

＊矢作川

よかっ

よくな
すぎ

今後取
構想

その他

◆話
●最近
 

 

 

 

 

 

 

 
 

●ワー
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
●まと

 

・ 「

要

中

が

こ

・ ケ
 

・ H

る

・ 単

・ 今

・ 矢作
 
 

・ 矢作

木材

舟運

河川

・ 碧南

立て

・ 矢作
 
 

・ 昔の

防か

差の

にも

・ 源流

携の

にし

治体

・ 私は

と思

景観

・ 額田

下

・ ダム

・ 矢作

・ 魚の

・ 中山

力を

シシ

には

・ やは

３回市民部会
時：平成３０

の予定 

問合せ◆ 
流域圏懇談会事

-8149 愛知

532(48)810

川に関する情報

ったと思うこと

なかったと思う
ぎである。一巡

取り組んでいき
想、干潟供給砂

他：部会合同の

し合い
近の懇談会の

ークショップ

とめ（市民部

「シジミ、アサ

要な餌となって

でも特に栄養

が水中に溶けや

とができず、

イ酸の役割に
薫さんが所
イカル）で
と違い過剰

HP にアップさ

ると思う。（髙

単に名所の紹介

今回の意見を図

作川の湧水（
昔は多かった
安城市の住民
あり、ほとん

作川の象徴の

材運搬に利用

運が廃れ、鉄

川と同様の歴

南には水族館

てをした。衣

作川水系では
額田の鳥川や
大きな原因の

の写真をみる

からみたら白

の下に川が流

も泳ぎたくな

流地域の見ど

の山づくりと

していこうと

体が特定の樹

は、「矢作川へ

思う。例えば

観として残す

田には、紙す

（きくだし）」

ムにより濁水

作川の湧水や

の密度など経

山間地の過疎

を入れている

シが増えたの

はならないと

はり水量の減

会 
０年 1２月１

事務局 

知県豊橋市中野

07／FAX 05

報は、矢作川

と：懇談会の在

うこと：平日・
巡、二巡と参加

きたい活動など
砂運などのイベ

の勉強会は有効

での主
の進捗報告

プ 

部会が期待す

サリを増やす

ているが、一

養塩を豊富に

やすいのに対

、環境の指標

については初
所有される田ん

補う。ケイ酸
剰害がないとい

された地図を

髙橋） 

介ではなく、

図面にまとめ

（伏流水）の
たが、だいぶ
民によると、
んど砂であっ

の一つは「百

用された舟運

鉄道に代わる

歴史をたどっ

館があって、昔

衣浦湾では豊

は、国の天然
や雨山ダムに
の一つに砂防

ると、矢作川

白い河原の風

流れるように

なるような川

どころとして

というテーマ

という議論が

樹種を推奨す

への思いとし

ば、古鼡水辺公

すべき場所に

すきをしていた

」という地名

水が長期化す

や伏流水の今

経年的な調査

疎の問題は、流

る。過疎化の

のは山奥まで

と考えている

減少が問題だ

４日（金）1

野町字平西 1-

532(48)810

流域圏懇談会

在り方について

・年末という開
加者に意見を回

ど：今回発言さ
ベントは面白い

効だった。懇親

主な意見
（合同部会）

する流域圏の

す森と里から

一言で植物プ

に含む珪藻が

対し、ケイ酸

標に扱われに

初めて知った
んぼのイネは
酸石灰肥料を
いう最大の特

を頼りに名所

流域圏の課

めて、次の部

分布について
ぶ減ったと聞

昔は少し家
った。（髙橋）
々の貯木場」

であった。一

ようになると

ており、貯木

昔は海であっ

かな海がなく

記念物である
にはネコギギ
防工事がある
は大河であり

景であった。

なった。あれ

に戻ることが

、サワラとブ

で整備をして

が生じている。

る県産材トラ

して」とか、

公園や久澄橋

ついても示し

たと考えられ

名が残ってい

るなどの問題

昔を考えたい

が必要だと思

流域市民が自

防止が維持で

人が行かなく

。トヨタ自動

だと思う。それ

1４:00～1

-6 国土交通省

00     

メーリングリ

て、改めて議論

開催時期のため
回すことにより

された提案につ
いと思われる。

親会は潤滑油に

見 （ 意見   

） 

のあり方・今

の湧水」と題

ランクトンと

、シジミの生

はガラス質と

くい結果を招

ことであり、
は、たくさんの
を施すと、イモ
特徴があり、

を巡っている

課題を浮き彫り

部会でさらに検

ては経年的に
く。（加藤）

家の周りを掘る
 

」である。そ

一般的な河川

とダムが造ら

木場は貴重な

った。そこが

くなった歴史

るネコギギの
ギが多かった。

といわれてい
り、広い河原

その後、ダ

れでは川に親

が望ましいと

ブナの混交林

ている矢作川

他にも源流

ライアングル

「矢作川の良

橋の左岸側が

していけたら

れるミツマタ

いる。このよう

題もある。ダ

い。また、流

思う。また、

自然に接しな

できなければ

くなったため

動車も山が荒

れから、もう

7:00 豊田

 

省豊橋河川事務

      

スト（yahag

論ができた。/

め、市民層が少
り、活発な意見

ついて、グルー
/個別 WG の活

になるが、出ら

 回答）  

今後の市民

題して話題提

といっても緑

生息に重要な

として地表に

招いている。

非常に興味
のケイ酸を吸
モチ病などに
非常に安全な

る人がいる。

りにした地点

検討を重ねて

に調べられて
 

ると、簡単に

その昔、川の役

川の歴史をみる

られ、治水や利

な遺産である

が矢作川の付け

史があり、水族

の減少が著し
。減少の主な
いる。（近藤）

原があって、子

ダムができて少

親しむ気になら

と考えている。

林である矢作川

川源流の森（8

流の森では、林

ル構想が進め

良さとして」と

が、それに該当

らいいと考えて

の群生地があ

うな後世に残

ダムの撤去によ

流域下水道の栄

川を一定の間

ない生き方にあ

ば、流域全体が

めだ。林道など

荒れたら産業が

う少し生き物
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◆主な会議内容 

◆第 3 回市民部会を開催しました！ 
今回の WG では、第 2 回 WG のワークショップで挙げられた意見をカテゴ

ライズし、矢作川流域の情報を整理しました。また、今後の市民部会の方向性
を明確にするために、標語を作成しました。活動の最後には、市民部会（市民
会議）の 9 年間のまとめを行い、今後の体制について意見交換を行いました。 

日  時：平成 30 年１2 月 14 日（金）14:00～1７:00 

会議場所：豊田市崇化館交流館 3 階 第 1 研修室 

参 加 者：11 名（事務局含む） 

発 行 日：平成 31 年 1 月 

編集・発行：矢作川流域圏懇談会 事務局 

 

1. これまでの市民部会の進捗と第 3 回市民部会の目的 

2．ワークショップ  ～意見のカテゴライズ～ 

過去、現在、将来という一連の時間軸の中で、良い点と悪い点という大きく 2 つの枠に意見をカテゴライズしました。

結果としては、過去の悪い点は最も少なく、過去の良い点、現在の良い点、現在の悪い点という順番で意見の数が多くな

りました。将来については、今後評価していかなくてはならない意見が並びました。これにより、現在の悪い点が明らか

になり、今後解決していかなくてはならない課題が多いこととその内容について再認識しました。一方で、過去の良い点

を求めるのではなく、過去から学び、将来に向けた新たな矢作川の再構築が必要であることを共有しました。 

矢作川の恵みにより人々の生活は成り立ち、流域圏内の産業が発展してきました。市民部会は矢作川の大切さを再認識

し、より良い矢作川流域圏の再構築を目指すために、標語を作成しました。 

【これまでの市民部会の進捗】 

第1回市民部会では、「ごみ・流木」「土砂」「木づかい」の3つのテーマについてこれまでの活動を振り返り、流域の市民目線で意見

交換を行いました。その中で、市民が矢作川流域の情報に触れる機会が少ないことが課題として挙がりました。そのため、第２回市民

部会では、流域の優れた点や問題点などの様々な意見を地図上に列記し、空間的に情報を把握できる流域マップを作成しました。 
【第3回市民部会の目的】 

第3回市民部会では、矢作川流域に住む市民への情報発信に向けて、第2回市民部会で作成した流域マップ上の意見の整理を目的と

しました。そこで時間軸を基盤として、矢作川流域がこれまで歩んできた過去と現在にかけての良い点と悪い点、将来を見据えた意見

についてカテゴライズを行いました。 

また、9年間の市民部会（市民会議）のまとめを行うとともに、今後の方向性を明確にするために標語の作成に取り組みました。 

3．ワークショップ  ～市民部会の標語の作成～ 

4．9 年間のまとめ 

市民部会は、行政の方や学識経験者が参加していない市民を中心とした部会です。そのため、データや学説に基づいた

議論ではなく、流域圏に住む市民目線でののびのびとした意見交換を行うことができました。また、異なる地域部会の参

加者が集まっているため、これまで知ることのなかった各地域部会の情報共有の場にもなっています。これにより、流域

を広い視点で捉えることのできる部会となりました。 

今後の市民部会としては、各地域部会の話題や課題を拾い出し、課題解決に向けて、合同部会の開催の提言や各地域部

会への情報発信を行う場としていきたいという意見でまとまりました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ワークショップ ～意見のカテゴライズ～ の結果 
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◆お問合せ◆ 
矢作川流域圏懇談会事務局 

〒441-8149 愛知県豊橋市中野町字平西 1-6 国土交通省豊橋河川事務所 事業対策官 神本、調査係長 服部 

TEL 0532(48)8107／FAX 0532(48)8100             指導員 宇野 

＊矢作川に関する情報は、矢作川流域圏懇談会メーリングリスト（yahagigawa@iijnet.or.jp）までお送りください。 

よかったと思うこと：懇談会の在り方について、改めて議論ができた。/良い発言機会が得られた。/盛り上がった意見交換となった。 

よくなかったと思うこと：平日・年末という開催時期のため、市民層が少なかった。/流域連携の今後について、話し合いの時間が少な
すぎである。一巡、二巡と参加者に意見を回すことにより、活発な意見交換ができたと考えられる。 

今後取り組んでいきたい活動など：今回発言された提案について、グループワークで詰めてみたい。/本川の川下り、リバーウオーク駅
構想、干潟供給砂運などのイベントは面白いと思われる。/個別 WG の活動成果について、情報交換したい。 

その他：部会合同の勉強会は有効だった。懇親会は潤滑油になるが、出られないこともある。お茶付きテーマ WG も良いかと思う。 

●ワークショップ  ～意見のカテゴライズ・標語の作成～ 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

●市民部会の 9 年間のまとめ・今後の体制について 
 
 
 

・ 過去の良いところをそのまま今に生かせるわけではない。昔は不便な面もあり、昔の生活に戻っても何の意味もない。

そのため、知恵を絞って過去の良いところを生かして、今にどうつなげるかを考えなくてはならない。（髙橋） 

 そして、今の様々な活動が全て悪い影響を与えているかというとそうではない。（光岡） 

 「時・水・人・恵み」が今の時代にどのようにつながっているのかを再認識し、新時代に向けた再構築を目指す

べきである。（近藤） 

・ かつては湧水がいろんなところで出ていて、アユを育て、米を育て、魚介類を育てたのだと思う。（井上） 

 川自体が良いと、流域の人たちは恵みを得ることができた。川に生かさせていただいたとすごく感じる。（沖） 

・ 豊田や岡崎は矢作川のおかげで産業が発展した。一方で、大きなダムがなかったら、豊田に大きな町をつくることが

できなかった。いろんな視点から矢作川を考える必要がある。（髙橋） 

・ 最近、矢作川流域圏懇談会の刺激が旧額田町に生かされるようになり、新しい会がいっぱいでき始めている。（沖） 

・ 市民部会が各地域部会に刺激を与えることができたかと考えると、入り口に立ったくらいだと思う。今後は地域部会

（山・川・海）に横串を刺せる存在となれたらいいと思う。（近藤） 

・ これまでは川部会のみに参加していたが、市民部会に参加することで広い場所からものを見ることができた。（加藤） 

・ 今年度の市民部会で矢作川の望ましい姿をイメージ化することができなかった。（光岡） 

・ 懇談会のメンバーが少なくなってきた。この理由も考えていかなければならない。（菅原） 

・ 市民部会でも泊りの研修などがあると面白いと思う。（加藤） 

 市民部会の提案で合同部会やエクスカーションを開催できたらいいと思う。（近藤） 

◆話し合いでの主な意見 

 

（ 意見  回答）  •  

  

   

  

「過去」は、ネコギギなどの生物が多く生息していたこと、湧水が多くの場所で

確認されていたことが良い点として挙げられましたが、生物の生息データの蓄積が

ないことが悪い点とされました。それに対して「現在」は、良い点として土砂災害

の減少が挙げられており、これまでの災害対策の有効性について再確認できまし

た。一方で、水質の悪化や水量の減少が悪い点として注目を集めていました。また、

農林業の衰退も悪い点として挙げられており、後継者不足への対策が求められまし

た。「将来」は、他の河川の流域住民との交流を深めていきたいという希望や、矢

作ダムの必要性について再評価したいなどの将来的な活動を見据えた意見が並び

ました。 

ネコギギ、カワセミ、 

シャコ、アサリが多

く生息 

湧水が多かった 

生物の生息データの

記録が乏しい 

ヘドロの蓄積 

土砂災害の減少 

水質の悪化 

外来生物の増加 

農林業の衰退・後継者不足 

水量の減少 

河原の樹林化・荒廃 

獣害の増加 

山の手入れ不足 

地域資材の利用拡大 

上下流連携の山づくり 

環境教育林の整備 

郷土料理（アユ・自然薯）が食べられる 

水源の清流で水と親しむ場が誕生 
他の河川流域住民との交流 

用水路・支川の利用方法の

検討 

矢作ダムを撤去したときの

メリット・デメリット 
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